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1．はじめに  集団意思決定に関して，選択肢fの平均選  

択確率をズ‘，鳥番目の意思決定者の選択確  

率克 とすると，選択肢fに関して情報量の  

バランス式が成立する。  

意思決定モデルには，交通行動分析等に利用  

されているロジットモデルと，Saa呼が提唱し  

たAHP法が代表的であるが，これら2つの  

モデルの関係についての研究はみられな  

い。ここでは，情報エントロピーを介した両  

モデルの関係を検討し，線形効用関数型ロジ  

ットモデルにおけるパラメータ選定にAH  

P法が有用であることを示す。  
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また，集団の平均期待効用値も  
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となるqを定義する。これらの2つの式か  

ら，エントロピーモデルにより，集団意思決  

定でもロジットモデルが適用できる。   

一方，AHPは，意思決定者の一対比較が  

試行過程∫（。，，ズ（り，……，∬…… を経て  

最終な評価に至ると考えらると，各試行過程  

の不確かさ札）は，イエンゼンの不等式より  

彗0）≦彗1）≦……≦旦【）≦…   （4）  

となり，最大可能な情報エントロピーに近づ  

く。意思決定においては，それだけの情報が  

付与されると，意思決定が行なえることにな  

る。   

すなわち，AHPにおける意思決定の選好  

過程をMarkov過程と考えるとcdkdonの比  

較を通じて，不確実性が解消すると解釈でき  

る。  

（2）2つのモデルの関係   

代替案あるいは選択肢～に関する集団の  

平均効用値は，その特性値Z毎をもちいて次  

のように表わすことが一般的である。  

2．両モデルの関係  

（1）情報エントロピーによるモデルの検討   

代表的なロジットモデルの誘導法である  

McFaddenの導出方法は，Thtmtoneの選択理  

論から出発したが，その確率密度関数A（e）に  

は疑問が呈せられている。   

この確率密度関数の累積分布関数曾のエ  

ントロピー関数〝（留）は，   

叫曾）＝一曾log曾＝eXp（－e）既p‡－eX〆－g）i  
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（l）  

のように確率密度関数になるところから，  

McF如denの方法も情報エントロピーが介在  

していると考えられる．   

集団の中の，ある意思決定者の（個人的）  

選択確率は，ロジットモデルで表示できる。  

このモデルは、凄択確率の対数による情報エ  

ントロピーと，期待効用をもとにしたエント  

ロピーモデルから誘導できる。  
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また，AHP評価には絶対評価法と血  

画法を用いた。  

表1．要因間の－一一対比較  
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この効用値を対数変換すると形式的にロ  

ジットモデルが得られが，効用値に関する  

Ⅶ℃br－Fechnerの精神物理法則の制約をクリ  

アーできない。   

AHPはカテゴリーに従って，複数人に判  

断させる意思決定手法であり，この判断は一  

様ではないからAHPの評価値は，確率変数  

になる。  
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従って，ロジットモデルにおける選択確率  

とAHPの評価値との関係が規定できる。   
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とすると，AHPの効用尺度が選択確率とな  

るだけでなく，Luceの定理と集計ロジットモ  

デルとの関係も明らかにできる。そして，  

AHPは線形効用関数のパラメータ導出に有  

用な方法となる。  
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3．検証  

16個のアーズメント施設を代替案とする  

施設の集客評価に関して、両モデルの一致性  

を検証した。検証結果を図1に示す。ロジッ  

トモデルは不確定が最大の条件で誘導され  

るが，AHPでも，M訂kov過程と考えると不  

確実性が最大となり，情報エントロピーの面  

では，ロジットモデルもAHPも同じモデル  

といえる。   

なお，本研究においては，m個のAHP値  
をもとに式（＄）のたを最大値および最小値を  

Ⅴ血，Vwと標準偏差打の4つの説明変数  
を用いた近似式を得た。  
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図1．AHPとロジットモデルの関係   
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